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は Pay-for―Job grade です。英語はできの悪い言葉でして、つなげられない。つなげると
きはハイフン。これはアメリカの用語です。アメリカはいろいろな言い方をしますが、私
の知る限りは Pay-for―Job gradeがふつうです。なぜ賃金ではなく Payというかというと、










 それから、特徴を簡単にいえば、Range rate だとうことです。つまり課長クラス 50 万






 仕事給 single rate というのは、課長クラスは 50 万ときめる方式をいいます。こんな国
はわたくしがみたかぎり、まずないのです。つまり何がいいたいかというと、課長クラス
になれば、範囲給で、40 万という下限、６０万という上限がはっきり書いてある。 
 それから、別の特徴、Overlapping range rate というのは、課長クラスのすぐ下を係長
クラスにしますと、そのふたつのサラリーが非常に重なるのです。例えば課長クラスが 40

























官がとりわけ 83、84 年だったかな 6,000 事業所の個票を整理した。その中で典型としてい

































カ語の Base pay という言い方からはじめるとよい。それは日本の基本給より広くて、大
体月の定例サラリーといってもいいと思います。 








 そうすると、一番使いやすいのは Variable pay で、それは今お話しした Base pay に外
づけするのです。まさに機能上は日本の一時金、あるいはボーナスに当たるのですが、日










 理由の２をもう少し説明します。今、何回もお話ししている Milkovich と Newman の本
をみます。私はどちらも会っていません。Milkovich はコーネル大学で、私はコーネルで
お話したことがあるのですが、会ってはいない。とにかくその本によりますと、まず Job  
grade からしだいに Band という言い方がふえてきて、範囲給が広がるのです。さっき 40
万から 60 万、同じ課長クラスで 60 万まで上がる。下の 40 万を 100 として、60 万は何％






かりません。グレードの数は５つか６つ。日本は大体 10 です。日本より少ない。 
こうした広い band は別にして、どれぐらいのレンジがふつうかというと、Milkovich に
よると、部長クラスで 60 から 120％、これは一番新しい 2008 年版です。３年ごとにきち

















会の機関誌です。その次は、多分ハーバードの「Quarterly Journal of Economics」。３














 さて、本題にかえって、個別企業の個別人事記録を分析した論文は 10 本ぐらいあるので













 ５年間、５万の個別のデータをみていきますと、Base pay が前の年よりも減る人がゼロ
ではない。 しかし 0.2％しかない。それから、昇給ゼロの人はあることはあるけれども、 
1.8％しかない。降職、たとえば課長クラスから係長クラスに下がる人は、５年間で 0.4％。
課長のサラリーは 40 万から 60 万、その 60 万の上限に達したら、base pay ほぼストップ
するのです。ほぼというのは、お情け昇給が日本と同じにありまして、日本の人事用語で
延伸と名づけます。それが米では 4.4％。Base pay が日本と違って比重がたかい。月の定





した。Medoff 論文とは、さっきいった「American Economic Review」に載っていた、こ
















– 評価 ＭｅｄｏｆｆA社、B社 Ｂａｋｅｒ， Ｇｉｂｂｓ、 冨田 大竹
５ ２０ ４ 30 ２ １５ 1
４ ７４ ５８ ５１ 9割以上 ２３ ２８
３ ５ ３７ １８ ごく少ない ４３ ４３
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 日本の経営学部や経済学部の教員と違って、アメリカの 10 人の人事労働の教員は、大体



































































































































































































































































日時：2009 年 9 月 9 日（水）15:30～16:50 
会場：法政大学市ヶ谷キャンパス  
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